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１．業務概要 
１.１ 業務の背景と目的 

沖縄県を訪れる観光客は年々増加しており、令和元年（暦年）の入域観光客数は約

1,016 万 3,900 人と過去最高を記録した。 

沖縄の観光においては、外国人観光客も含め観光客の半数以上がレンタカーを利用

しており、そのほとんどが那覇空港周辺エリアにおいて借り受けるため、レンタカー

利用に係る送迎車待ちにより、那覇空港の接車帯において混雑が発生している。また、

レンタカー各社の店舗が分散しており、かつ、那覇空港から距離のある店舗も存在す

る。沖縄県の平成 28 年度調査によると、夏季ピークにおいては、空港到着からレン

タカーを借り受けるまでに、最大 2 時間、平均 1 時間の時間を要しており、レンタカ

ーを借りるまでの時間、サービス等について観光客の満足度が低下している。 

このような状況の中、令和 2 年 3 月には、那覇空港第二滑走路の供用開始が予定さ

れており、観光客の更なる増加が見込まれるところ、那覇空港におけるレンタカー利

用者の満足度向上を図る実証調査を実施した。 
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１.２ 業務の実施手順 

以下に本業務における実施手順を示す。 

 

 

 

【業務の実施手順】 
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１.３ 業務の実施内容 

本業務において実施した内容を以下に示す。 

 

１ .３ .１ 現状の調査・分析  

レンタカーの貸渡に関する問題点を洗い出すため、夏季ピーク期の那覇空港レンタ

カー送迎車のりば（中ノ島）における滞留人数・利用者数等の混雑状況把握を目的と

したカウント調査と、国内外レンタカー利用者に対し貸渡に係る所要時間・満足度等

を把握するためのアンケート調査を実施し、現状の詳細な調査・分析を実施した。 

 

 

１.３.２ 実証調査（那覇空港におけるレンタカー送迎車までの案内の円滑化等

実証）について 

（１）改善方策の検討及び実証調査 

現状の調査・分析結果を踏まえ改善方策を検討するとともに、検討結果のうち早期

実施が可能でありかつ改善効果が一定程度見込め、レンタカー協会からの要望が強く

現地でも課題が確認できた【那覇空港におけるレンタカー送迎者までの案内の円滑化

実証】を令和元年 9 月より実施した。 

 

（２）効果検証及び民間事業者による主体的な運用方策の検討 

国内外レンタカー利用者へのアンケート調査および関係者ヒアリング等をもとに、

実証調査の効果を検証するとともに、実施内容の改善方策を検討し、実施した。 

また、実証期間終了後における民間事業者（レンタカー協会）による主体的な運用

方策について検討し、関係者との調整を行った。 

 

 

１.３.３ 将来需要の予測及びシミュレーション 

（１）那覇空港におけるレンタカー利用者の将来需要の予測 

第２滑走路供用開始に伴う発着回数の増加等による観光客の増加見込みをふまえ、第

２滑走路供用開始後のレンタカー利用者の需要について検討した。 

 

（２）中央バスプールにレンタカー送迎バスのりばを移転した場合の運用に係る検討 

中央バスプールにレンタカー送迎バスのりばの機能を移転した場合の運用に係る検討

を行った。具体的には、「接車方法および乗車方法」、「車両の導線」、「利用者の移動環境」、

「利用者の待合環境」の観点から中央バスプールにレンタカー送迎車のりばの機能を移

転した場合の運用について検討を実施した。 
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（３）課題の抽出及び整理 

（１）、（２）の検討結果を踏まえ、レンタカー送迎車のりばを中央バスプールに機能

移転した際の課題の抽出および整理を行った。 

 

（４）観光客の周遊満足度向上に向けた課題抽出のためのアンケート調査 

沖縄県を訪れる国内外からの観光客に対し、周遊満足度向上に向けた課題抽出のため

のアンケート調査を実施した。 

 

 

１ .３ .４ 関係者による協議会の設置・運営 

本検討に係る協議・情報共有を行うための関係者による協議会を 3 回開催し運営を行

った。 

 

 

１ .３ .５ まとめと今後の方向性 

以上までの内容をとりまとめるとともに、今後の方向性について整理した。 
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２．現状の調査・分析 

レンタカーの貸渡に関する問題点を洗い出すため、以下の２つの調査を実施した。 

 
 

①夏季ピーク期におけるレンタカー送迎車のりば（中ノ島）の滞留人数、利用者数等

のカウント調査 
 

②国内外レンタカー利用者へのアンケート調査 

 ・空港到着後からレンタカーを借り受けられるまでの所要時間の把握 

 ・貸渡に係る環境等についての満足度等の把握（空港、送迎車、営業所等） 
 

 

①、②の調査ともに、沖縄県が平成 28 年度、平成 29 年度において、同内容の調査

を行っており、経年比較が行えるよう調査設計および分析を実施した。 

また、②のアンケート調査においては、レンタカー貸渡の満足度を構成する主要因で

あると想定される１）貸渡所要時間、２）環境について、詳細な分析を実施した。 

なお、②のアンケート調査結果の一部については、「3. 実証調査（那覇空港中ノ島に

おけるレンタカー送迎車までの案内円滑化実証）」の効果検証結果として、3.2 に掲載し

ている。 
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２.１ レンタカー送迎車のりばにおける滞留人数のカウント調査 

（１）調査の実施概要 

夏季ピーク期におけるレンタカー送迎車のりば（中ノ島）の滞留人数、利用者数のカ

ウント調査の実施概要を以下に示す。 

 

【カウント調査の実施概要】 

調査目的 

・夏季ピーク期におけるレンタカー送迎車乗り場（中ノ島）の滞留人数、

利用者数等の混雑状況の把握 

・過年度（H28、H29）の県の調査結果と比較できるよう調査を実施 

実施日時 

・日程：令和元年 8 月 16 日（金） - 8 月 17 日（土） 

・時間：10:00 – 15:00 

※実施日（ピーク時期）はレンタカー協会にヒアリング結果を踏まえ設定 

調査対象 ・那覇空港レンタカー送迎車乗り場（利用者数、送迎車台数、滞留人数） 

調査方法 ・調査員によるカウント調査、写真撮影、目視による把握 

調査項目 

・レンタカー送迎車乗り場の利用者数（送迎車に乗り込む人に数）を 15

分ピッチで把握 

・レンタカー送迎車乗り場の送迎車両台数を 15 分ピッチで把握 

・レンタカー送迎車乗り場の滞留人数を 15 分ごとに把握 

 

 

（２）レンタカー送迎車のりばの割当状況の変化 

那覇空港接車帯（中ノ島）におけるレンタカー送迎車の割当台数は、平成 30 年 7 月

までは 9 台分であった。平成 28 年度、平成 29 年度の沖縄県による混雑状況等の調査

結果を経て、各種調査や取組が進み、下表の通り、割当台数は拡大してきている。本調

査を実施した令和元年 8 月時点では 17 台分の割当となっており、次頁以降の滞留人数、

各乗り場の状況、所要時間、満足度等の分析では、本割当台数の拡大後の状況を確認し

た。 

 

【レンタカー送迎車のりばの割当状況の変化】 

年月 割当台数 

～平成 30 年 7 月まで 9 台 

平成 30 年 8 月～ 14 台 

平成 31 年 3 月～ 17 台 

 

 

（３）調査の実施結果 

本調査の実施結果を以下に示す。 
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【平成 28 年 8 月 21 日（日）】 

（1）レンタカー送迎⾞乗り場の滞留⼈数の変化 

・1 日の中で最も混雑した時間帯（15 分ごと）の滞留人数は、休日では 465 人（H28）、303 人（H29）⇒185 人（R1）と、対 H28 で約 60％（280 人）、対 H29 で約 39%（118 人）の減

少となっている。 

・また、平日では 469 人（H28）、 305 人（H29）⇒310 人（R1）と、対 H28 で約 33％（159 人）減少となっている。 

 
 
 
土日   

   

 
平日 

  

   

 

※平成 28 年及び平成 29 年の調査結果は、過年度の沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課の調査結果 

 平成 29 年は中ノ島の混雑緩和のための実証実験を国及び県にて実施 

ピーク時間帯 

ピ ー ク 時 間

平均：141 人／15 分 
ピ ー ク 時 間

ピ ー ク 時 間

■レンタカー送迎⾞両乗り場の滞留⼈数  

平均：189 人／15 分 

平均：183 人／15 分 

平均：114 人／15 分 

【平成 29 年 8 月 20 日（日）】 
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【令和元年 8 月 17 日（土）】 

平均：94 人／15 分 ピ ー ク 時 間

【平成 28 年 8 月 2２日（月）】 【平成 29 年 8 月 2１日（月）】 【令和元年 8 月１６日（金）】 
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■今年度のピーク時における各レンタカー送迎⾞乗り場の様⼦（8 ⽉ 16 ⽇ 10:45〜11:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※JAL 側 ※ANA 側 

P２ 立体駐車場 P1 立体駐車場 

⑤１０番のりば（P１⽴体駐⾞場屋上より撮影） 

②１１-B 番のりば（JAL 側２階 連絡通路橋より撮影） ①１4 番のりば（P2 ⽴体駐⾞場屋上より撮影） ③１１-A および１１-B 番のりば（ANA 側２階 連絡通路橋より撮影） 

④１１-A のりば（ANA 側２階 連絡通路橋より撮影） 

① 

② 

⑤ 

④ 

【各乗り場と撮影ポイント】 

③ 
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■ピーク時のレンタカー送迎⾞乗り場の経年変化の様⼦（8 ⽉ 16 ⽇ 10:45〜11:00） 

・平成 28 年度、平成 29 年度、令和元年度の 11 番乗り場中央（ANA 側連絡通路上）からの様子を比較すると、令和元年度は、延伸により混雑が緩和されていることが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼H28 年度 ▼H29 年度 ▼R 元年度 

１１-A 番のりばのピーク時の経年変化 
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２.２ 所要時間、環境等の満足度要素に関するアンケート調査 

（１）調査の実施概要 

国内外レンタカー利用者を対象に貸渡に関わる所要時間、満足度等を把握するために

実施したアンケート調査の実施概要を以下に示す。 

本アンケート調査においては、レンタカー貸渡の満足度を構成する主要因であると想

定される１）貸渡所要時間、２）環境について、詳細な分析を実施した。 

 

【アンケート調査の実施概要】 

調査目的 

１）実証前後の国内外レンタカー利用者の基本属性（年代、同行者、来訪

回数、レンタカー利用回数等） 

２）過年度（H28、H29）の県の調査結果（貸渡時間、満足度）との比較 

３）実証前後の「空港到着からレンタカー送迎バス乗車場所までの案内や

誘導」の分かりやすさと要因の比較 

４）実証前後の送迎バス乗車から営業所での貸渡しまでの各段階の評価の

比較 

調査対象 ・沖縄県内でのレンタカー利用者（国内客（県外）、外国人客） 

調査時期 

【国内客】 実証前（8 月 16 日～9 月 13 日）、 

実証後（9 月 27 日～11 月 10 日） 

       ※9 月 13 日～26 日は設置期間のため対象外とした 

【外国人客】実証前（8 月 19 日）、実証後（10 月 20 日） 

調査方法 

【国内客】 

レンタカー営業所、ホテルにて実証前、実証後に 4,000 通配布 

  ピーク時である 8 月 17 日、19 日に空港到着口にて 1,000 通配布 

【外国人客】 

那覇空港国際線旅客ターミナル管理区域内にて対面配布を行い 

その場で回収 

調査項目 

[1]利用者属性 

[2]今回の旅程、目的、同行者等 

[3]レンタカーの予約 

[4]貸渡場所の選択、貸渡時の状況 

[5]レンタカーでの訪問先等利用実態 

[6]那覇空港におけるレンタカー送迎車までの案内の円滑化等について 

[7]レンタカー利用の満足度、今後の意向等 

 ※基本的な質問項目については、Ｈ28、H29 のアンケート調査と比較

可能な設計とした 

回収結果 
【国内客】 実証前 415 通、実証後 96 通 

【外国人客】実証前 122 通、実証後 95 通 

 

なお、アンケート調査結果の一部については、「3. 実証調査（那覇空港中ノ島におけ

るレンタカー送迎車までの案内円滑化実証）」の効果検証結果として、3.2 に掲載してい

る。 
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（２）調査の実施結果 

アンケート調査のうち、過年度の夏季ピーク期に実施しており経年比較が可能な所要

時間、満足度について、比較分析を行った。 

 

１）レンタカーを借りるまでの所要時間の変化 

・「空港出口を出てから送迎車両に乗り込むまで」の所要時間の平均値は 15.4 分

（H28）⇒ 10.9 分（H29）⇒ 11.4 分（R1）と推移している。 

※平成 29 年度は中ノ島の混雑緩和のための実証実験を国及び県にて実施しており、その実証実験

の効果により本年度（令和元年度）と比較し上記所要時間が短いと考えられる。 

・レンタカー貸渡に係る所要時間の総計である「那覇空港到着からレンタカーを借り

るまで」の所要時間平均値は、60.7 分（H28）⇒ 59.2 分（H29）⇒ 55.1

分（R１）と年々減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成 年度 ク時

那覇空港到着か
らレンタカーを
借りるまでに要
した時間［分］

①着陸時から⼿
荷物を受け取り
空港出⼝を出る
まで［分］

②空港出⼝を出
てから送迎⾞両
に乗り込むまで
［分］

③送迎⾞に乗っ
てから営業所に
到着するまで
［分］

④営業所到着か
らレンタカーを
借りるまで
［分］

⑤その他［分］

平均値 60.7 17.3 15.4 12.9 17.6 9.2
最⼤値 120 60 60 40 50 25
75％タイル値 75 20 20 15 20 10
中央値 60 15 10 10 15 10
25%タイル値 45 10 5 10 10 5
最⼩値 20 5 5 5 5 5

出典：沖縄県内レンタカー観光利用実態調査（沖縄県観光振興課） 

平成 年度 ク時

那覇空港到着か
らレンタカーを
借りるまでに要
した時間［分］

①着陸時から⼿
荷物を受け取り
空港出⼝を出る
まで［分］

②空港出⼝を出
てから送迎⾞両
に乗り込むまで
［分］

③送迎⾞に乗っ
てから営業所に
到着するまで
［分］

④営業所到着か
らレンタカーを
借りるまで
［分］

⑤その他［分］

平均値 59.2 15.1 10.9 13.4 19.0 7.9
最⼤値 120 40 30 30 80 15
75％タイル値 65 20 15 20 20 10
中央値 60 15 10 15 15 10
25%タイル値 50 10 5 10 10 5
最⼩値 15 5 5 5 5 0

出典：平成 29 年度観光２次交通機能強化事業（沖縄県観光振興課） 

＜令和元年度 ク時＞

那覇空港到着か
らレンタカーを
借りるまでに要
した時間［分］

①着陸時から⼿
荷物を受け取り
空港出⼝を出る
まで［分］

②空港出⼝を出
てから送迎⾞両
に乗り込むまで
［分］

③送迎⾞に乗っ
てから営業所に
到着するまで
［分］

④営業所到着か
らレンタカーを
借りるまで
［分］

⑤その他［分］

平均値 55.1 17.3 11.4 10.7 15.0 6.9
最⼤値 100 40 40 30 50 10
75％タイル値 60 20 15 15 20 10
中央値 58 15 10 10 10 5
25%タイル値 41 10 5 5 10 5
最⼩値 20 5 2 3 2 2

【平成 28 年度 ピーク期】  

【平成 29 年度 ピーク期】  

【令和元年度 ピーク期】  

[n=97]  

[n=73]  

[n=95]  

※アンケートの回答について（１）合計の所要時間のみの回答者がいること、（２）その他については、

全ての回答者が答えているわけではないことから「那覇空港到着からレンタカーを借り受けるまでに要し

た時間」と「①から⑤の各段階の所要時間の合計値」は一致しない。 



 
 

                            

１２ 
 

２）レンタカーを借りるまでの満足度の変化 

・貸渡ピーク時間帯にレンタカーを借りた人の満足度は、「非常に満足」または「や

や満足」という回答の割合が 29.6％（H28）⇒ 44.8％（H29）⇒ 48.0%（R1）

と増加。 

・「非常に不満」または「やや不満」という回答の割合は 40.1％（H28）⇒ 30.5％

（H29）⇒18.6%（R1）と減少。 

 

 

 

 

  

非常に満足, 
9.2%

やや満足, 
20.4%

ふつう, 30.3%

やや不満, 
27.6%

非常に

不満, 
12.5%

N= 152

非常に満足, 
21.0%

やや満足, 
23.8%

ふつう, 24.8%

やや不満, 
24.8%

非常に不満, 
5.7%

N＝ 105

非常に満足, 
19.6%

やや満足, 
28.4%

ふつう, 33.3%

やや不満, 
14.7%

非常に不満, 
3.9%

N= 102

【平成２８年度／レンタカーを借りるまでの満足度（ピーク時）】 

【平成２９年度／レンタカーを借りるまでの満足度（ピーク時）】 

【令和元年度／レンタカーを借りるまでの満足度（ピーク時）】 

出典：沖縄県内レンタカー観光利用実態調査（沖縄県観光振興課） 

出典：平成 29 年度観光２次交通機能強化事業（沖縄県観光振興課） 



 
 

                            

１３ 
 

３．実証調査（那覇空港中ノ島におけるレンタカー送迎車までの案内

円滑化実証） 
３.１ 改善方策の検討及び実証調査 

現状の調査・分析を踏まえ、那覇空港におけるレンタカー貸渡満足度の向上に向けた

改善方策の検討および実施を行った。 

 

３.１.１ 改善方策の検討と実証調査内容の選定 

レンタカー貸渡満足度向上に向けた改善方策について「貸渡所要時間」、「環境」の観

点から検討した。各観点では、「空港到着から送迎車乗車まで」、「送迎車による移動」、

「営業所」の区分に分け、想定される要因と対応策の検討を行った。 

  

【貸渡所用時間（空港到着からレンタカーに乗るまでの時間）の観点】 

区分 想定される要因 対応案 

① 空 港 到 着 か ら 送 迎

車乗車まで 

 

ⅰ送迎乗車ポイントまでが分かりづ

らい 

 （動線の混乱や錯綜による受付時

間の増加含む） 

ⅱ送迎車の接車帯が少ない 

ⅲ送迎車の容量が不足 

ⅰ空港内の送迎乗車ポイントまでの

案内強化 

ⅱ接車帯の増加、運用改善（際内連

結、国際線側含む） 

ⅲ送迎車の大型化、送迎車の増加 

②送迎車による移動 

 

ⅰ空港からレンタカー営業所まで距

離がある 

ⅱ空港内の道路混雑 

ⅲ空港からレンタカー営業所までの

道路混雑 

ⅰ空港近くに新たなレンタカーステ

ーションをつくる 

ⅱ道路整備・交通運用改善 

ⅲ道路整備・交通運用改善 

③ 営 業 所 で の 手 続 き

等 

 

ⅰレンタカーの車両数の不足 

 （返却から再貸出に時間を要する） 

ⅱ受付等の職員数の不足 

ⅰ各社ごとの適正な運用、レンタカ

ー車両数の増加 

ⅱ各社ごとの適正な運用、職員数の

増加、スマートチェックイン等の

検討 

 ※赤字は本業務の実証調査で実施 
 

【環境の観点】 

区分 想定される要因 対応案 

①空港 

（中ノ島） 

ⅰどこまで行くか、どの程度時間が

かかるか知りたい 

ⅱ外で立って待つのが辛い（特に夏

場） 

ⅰ事前に営業所の場所や所要時間等

を案内する 

ⅱベンチ等の待合環境を整備する 

②送迎車 

 

ⅰ車内が狭い。荷物もあるなか乗客

を詰め込みすぎている 

ⅰ各社ごとの適切な運用、送迎車の

大型化 

③営業所 

 

ⅰ手続きにどの程度の時間を要する

か知りたい 

ⅱ涼しい場所でのくつろげるスペー

スが少ない。飲み物などの用意が

不足 

ⅰ所要時間や待ち人数等の案内 

ⅱ待合環境の整備 

 

 ※赤字は本業務の実証調査で実施 
 
 

本業務では、本検討結果のうち、早期実施が可能かつ、改善効果が一定程度見込める

施策であり、レンタカー協会へのヒアリングでも実施要望があった【那覇空港における

レンタカー送迎車までの案内の円滑化等実証】を実施することとした。 



 
 

                            

１４ 
 

 

３ .１ .２ 那覇空港におけるレンタカー送迎車のりばまでの案内の円滑化実証の概要 

那覇空港におけるレンタカー送迎車のりばまでの案内の円滑化実証の概要を以下に示

す。 

 

■実証期間：（当初期間）令和元年 9 月 13 日（金） ～11 月 17 日（日） 

      （延長期間）令和元年 11 月 18 日（月）～令和 2 年 3 月 31 日（火） 

      ⇒協議会にて当初期間より上記延長を決定 

 

■本実証で設置した案内・サイン等一覧 
  

No 設置した案内・サインの名称 設置個所 箇所数 施設管理者 

1 乗車ポイントマップ 
国内線出入口風除室内 4 箇所 NABCO 

国内線バゲッジクレーム内 2 箇所 NABCO 

2 乗車ポイント誘導サイン 横断歩道脇看板 ビル側 2 箇所 那覇空港事務所 

3 乗車ポイントマップ 横断歩道脇看板 モノレール側 2 箇所 那覇空港事務所 

4 乗車ポイントサイン（各社） 中ノ島フェンス 27 箇所 那覇空港事務所 

5 乗車ポイントエリア誘導サイン 標柱 6 箇所 那覇空港事務所 

6 ベンチ 中ノ島内 8 箇所 那覇空港事務所 

 

 



 
 

                            

１５ 
 

 

■実証における留意事項： 
 

①各レンタカー会社の乗車ポイントが判別/移動できるよう、統一感、視認性のあ

る事業者ロゴ・会社名をサイズ・位置に設置。柱の間ごとなどの区分でエリアを

分け、該当する事業者名を記載 
 

②中ノ島には外国人レンタカー利用者もいることから、最低限の日英表記を実施 
 

③利用者の導線および目に入りやすい場所に案内サインを設置 
 

 

 

  



 
 

                            

１６ 
 

（１）乗車ポイントマップ（バゲッジクレーム・風除室） 

・バゲッジクレーム出入口付近、国内線風除室内にレンタカー各社のりばへ誘導でき

る案内サインを設置。（バゲッジクレーム２箇所、国内出入口 4 箇所） 

・事業者名は事業者の位置変更に対応できるようマグネット仕様とした。 

 

【バゲッジクレーム】【風除室】乗車ポイントマップ

 



 
 

                            

１７ 
 

（２）乗車ポイント誘導サイン（横断歩道脇） 

・レンタカー各社ののりばが分かりやすく識別でき、移動できるサインを掲載した。 

・JAL 側、ANA 側の横断歩道脇２箇所に設置。 

【横断歩道脇】乗車ポイント誘導サイン

＜仕様＞
■塩ビシート（ラミネート加⼯両⾯）
■２箇所に設置

 

【横断歩道脇】乗車ポイント誘導サイン

 



 
 

                            

１８ 
 

（３）乗車ポイントマップ（中ノ島側：横断歩道脇） 

・レンタカー各社ののりばが分かりやすく識別でき、移動できるサインを掲載した。 

・JAL 側、ANA 側の横断歩道脇２箇所に設置。 

【中ノ島（横断歩道脇）】乗車ポイントマップ

＜仕様＞
■塩ビシート（ラミネート加⼯両⾯）
■２箇所に設置

※横断歩道脇の裏⾯

 

【中ノ島（横断歩道脇）】乗車ポイントマップ

 



 
 

                            

１９ 
 

（４）乗車ポイントサイン（中ノ島側：各社） 

・車道側、中ノ島側からレンタカー各社ののりばが分かりやすく識別でき、移動でき

るサインを掲載した。設置はフェンスに差し掛ける方法とした。 

・また、中ノ島側については、各社の案内を柔軟に実施できるようマグネットの貼り

付けおよびホワイトボードとしての活用が可能な仕様とした。 

【中ノ島】乗車ポイントサイン（各社）

⾞道側

中ノ島側

＜仕様＞
■スチールアートパネル、⼀部塩ビシート（加⼯）

 

【中ノ島】乗車ポイントサイン（各社）

 



 
 

                            

２０ 
 

（５）乗車ポイントエリア誘導サイン（標柱：車道側） 

・中ノ島の標柱を活用し、車道側に向けて、のりば番号を示す誘導サインを設置した。 

・標柱への設置方法は、剥離可能なマグネット仕様とした。 

【標柱】乗車ポイントエリア誘導サイン（車道側）

＜仕様＞
■マグネットシート、塩ビシート（UV加⼯）
■６箇所に設置

 

【標柱】乗車ポイントエリア誘導サイン（車道側）

 



 
 

                            

２１ 
 

（６）乗車ポイントエリア誘導サイン（標柱：中ノ島側） 

・中ノ島の標柱を活用し、中ノ島側に向けて、のりば番号および各社のりばを示す誘

導サインを設置した。標柱への設置方法は、剥離可能なマグネット仕様とした。 

・各横断歩道からの導線を念頭に設置した。 

【標柱】乗車ポイントエリア誘導サイン（中ノ島側）
＜仕様＞

■マグネットシート、塩ビシート（UV加⼯）
■６箇所に設置

 

【標柱】乗車ポイントエリア誘導サイン（駐車場側）
＜仕様＞

■マグネットシート、塩ビシート（UV加⼯）
■６箇所に設置

 



 
 

                            

２２ 
 

【標柱】乗車ポイントエリア誘導サイン（中ノ島・駐車場側）

 

 

  



 
 

                            

２３ 
 

（７）ベンチ（中ノ島側） 

・待合環境の改善の一環として、中ノ島へのベンチの設置を検討した。 

 

【標柱】ベンチ（中ノ島側）
＜仕様＞

■アルミ製
■８箇所に設置

 

 

 

  



 
 

                            

２４ 
 

 

３.２ 効果検証及び民間事業者による主体的な運用方策の検討 

国内外レンタカー利用者へのアンケート調査および関係者ヒアリング等をもとに、実

証調査の効果を検証するとともに、実施内容の改善方策を検討し実施した。 

また、実証期間終了後における民間事業者（レンタカー協会）による主体的な運用方

策について検討し関係者との調整を行った。 

 

３.２.１ 実証調査の効果検証 

実証調査実施前後の効果検証結果を以下に示す。 

（詳細については、次頁以降に掲載。アンケート調査の実施概要は、2.1.2 を参照） 

 

【実証前後の効果検証概要】 

■国内外アンケート調査より 

・国内客の「那覇空港到着からレンタカー送迎車のりばまでの案内や誘導の分かりや

すさ」の設問では、「分かりにくかった」「やや分かりにくかった」の合計は、27%

（実証前）から 12%（実証後）に減少。海外客については、上記項目は 15%から

13%に減少。 

・実証前の自由記述では、「どの横断歩道を渡ればいいのかわからなかった」「多くの

レンタカー会社があり、自分の予約したレンタカー会社がどこにあるのかわからな

かった」「各会社の目印をわかりやすくして欲しい」「10 番乗り場までわかったが、

10 番乗り場のどこに自分のレンタカー会社があるか分からなかった」等の案内や

誘導に関する情報の不足を指摘する声が多く確認できた。 

 

■関係者へのヒアリングより 

（空港で受付をしている各レンタカー事業者より） 

⇒レンタカー利用客からの問い合わせが格段に減った 

（横断歩道指導員より） 

⇒レンタカー利用者からレンタカー送迎車のりばを尋ねられることはなくなり誘導

に専念できるようになった 

 

 

※なお、実証後の国内客調査については、令和元年度 3 月 20 日（金）～22 日（日）

の期間において、那覇港泊ふ頭離島旅客船舶待合所内にて追加調査を行っている。

次頁以降の国内客の事後調査結果には、本追加調査で得られた有効回答 44 サンプ

ルを追加している。 

 

  



 
 

                            

２５ 
 

①那覇空港到着からレンタカー送迎バス乗車までの案内や誘導 

 

 

 

②那覇空港到着からレンタカー送迎バス乗車までの案内や誘導の不満の理由 

 

◆国内客の「分かりにくかった」「やや分かりにくかった」の合計は、27％（実証前）から10%（実証
後）に減少。海外客については、上記項目は15%から13%に減少。

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

分かりやす

かった, 43%

概ね分かり

やすかった, 
30%

やや分かりに

くかった, 23%

分かりにく

かった, 4%

N= 342

分かりやすかった

概ね分かりやすかっ

た

やや分かりにくかった

分かりにくかった

分かりやす

かった, 52%概ね分かりや

すかった, 
33%

やや分かりに

くかった, 12%

分かりにく

かった, 3%

N= 60

分かりやすかった

概ね分かりやすかった

やや分かりにくかった

分かりにくかった

分かりやす

かった, 60%

.概ね分かり

やすかった, 
27%

やや分かりに

くかった, 10%

分かりにく

かった, 3%

N= 60

分かりやすかった

.概ね分かりやすかっ

た

やや分かりにくかった

分かりにくかった

分かりやす

かった, 47%

.概ね分かり

やすかった, 
42%

やや分かりに

くかった, 8%

分かりにく

かった, 2%

N= 130

分かりやすかった

.概ね分かりやすかっ

た

やや分かりにくかった

分かりにくかった

◆「分かりにくかった」「やや分かりにくかった」の理由は、実証前後で、「予約したレンタカー会社
の分からなかった」「案内が少なかった/見つからなかった」が5～8ポイント減少した。

◆海外客は、「案内が少なかった/見つからなかった」が24ポイント減少した。

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

11%

12%

7%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

予約したレンタカー会社の場所が

分からなかった

案内が少なかった/見つからなかっ

た

案内が分かりにくかった

その他

N= 342

8%

27%

3%

0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

予約したレンタカー会社の場所が

分からなかった

案内が少なかった/見つからなかっ

た

案内が分かりにくかった

その他

N= 60

10%

3%

0%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

予約したレンタカー会社の場所が

分からなかった

案内が少なかった/見つからなかっ

た

案内が分かりにくかった

その他

N= 60

3%

7%

3%

2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

予約したレンタカー会社の場所が

分からなかった

案内が少なかった/見つからなかっ

た

案内が分かりにくかった

その他

N= 130
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③自由意見 

◆実証前は、「多くのレンタカー会社の場所がありわからない」や「どの横断歩道を渡ればいい
のか分からなかった」「人に聞いた」などの声があげられていた。

実証前にあげられた案内に関する主な意⾒

【空港到着から中ノ島までの案内】
・空港建物内でレンタカー送迎バス乗り場の位置を示して欲しい
・予約したレンタカー会社までどの横断歩道を渡ればいいのか分からなかった

等

【中ノ島における各レンタカー会社への案内】
・横断歩道を渡り左右どちらに行けばいいのか分からなかった。
・端から端まで遠かった
・たくさんレンタカー会社があり、自分の予約したレンタカー会社がどこにある

のか分からなかった
・一応旗が立っていたが、どの列がどの会社（自分の予約した会社）か分からな

かった
・各会社の目印をわかりやすくして欲しい
・１０番乗り場までわかったが、１０番乗り場にどこに自分のレンタカー会社が

あるか分からなかった。 等

 

 

（参考：その他の各段階における評価） 

①レンタカー送迎バス乗車場所から送迎バスに乗車するまで 

 

  

◆「送迎バスに乗車するまで」および次頁以降の「バスに乗り営業所に到着するまで」「営業所でレン
タカーを借りるまで」の不便・不満のあった割合は、「バスに乗車するまで」「営業所でレンタカー
を借りるまで」の段階が高かった。

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

不便・不満が

あった, 31%

特に不便・不

満はなかっ

た, 69%

N= 342

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 23%

特に不便・不

満はなかっ

た, 77%

N= 60

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 16%

特に不便・不

満はなかっ

た, 84%

N= 61

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 24%

特に不便・不

満はなかっ

た, 76%

N= 129

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった
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②レンタカー送迎バス乗車場所から送迎バスに乗車するまでの不満の理由 

 

 

 

③送迎バスに乗車するまでに知りたい情報 

 

 

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

14%

13%

11%

8%

6%

6%

0% 5% 10% 15% 20%

送迎バスの乗車までの待ち時間

が長かった

待ち時間がどのくらいかわからな

かった

待っている人が多く混雑していた

日かげや雨よけがなかった（暑

かった/濡れた）

.座る場所がなく疲れた

その他

N= 342

10%

12%

10%

5%

2%

5%

0% 5% 10% 15% 20%

送迎バスの乗車までの待ち時間

が長かった

待ち時間がどのくらいかわからな

かった

待っている人が多く混雑していた

日かげや雨よけがなかった（暑

かった/濡れた）

.座る場所がなく疲れた

その他

N= 60

10%

5%

0%

2%

2%

0%

0% 5% 10% 15% 20%

送迎バスの乗車までの待ち時間

が長かった

待ち時間がどのくらいかわからな

かった

待っている人が多く混雑していた

日かげや雨よけがなかった（暑

かった/濡れた）

.座る場所がなく疲れた

その他

N= 61

・実証前のピーク時の「長かった」を選択した
利用者の待ち時間の平均は21.1分

・選択しなかった利用者の平均は9.1分
・全体平均は11.4分

・実証後の「長かった」を選択した利用者の待ち時間の平
均は16.1分

・選択しなかった利用者の平均は9.5分
・全体平均は11.1分 ※3月調査は含まない

17%

14%

11%

6%

9%

9%

0% 5% 10% 15% 20%

送迎バスの乗車までの待ち時間

が長かった

待ち時間がどのくらいかわからな

かった

待っている人が多く混雑していた

日かげや雨よけがなかった（暑

かった/濡れた）

.座る場所がなく疲れた

その他

N= 129

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

31%

35%

29%

44%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

送迎バスに乗るまでの待ち時間

.送迎バスの運行間隔

.送迎バスに乗ってから営業所に

到着するまでの所要時間

営業所についてからの混雑状況

（待ち時間）・待ち人数）

その他

N= 342

42%

27%

23%

28%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

送迎バスに乗るまでの待ち時間

.送迎バスの運行間隔

.送迎バスに乗ってから営業所に

到着するまでの所要時間

営業所についてからの混雑状況

（待ち時間）・待ち人数）

その他

N= 60

23%

26%

10%

10%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

送迎バスに乗るまでの待ち時間

.送迎バスの運行間隔

.送迎バスに乗ってから営業所に

到着するまでの所要時間

営業所についてからの混雑状況

（待ち時間）・待ち人数）

その他

N= 61

31%

35%

29%

41%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

送迎バスに乗るまでの待ち時間

.送迎バスの運行間隔

.送迎バスに乗ってから営業所に

到着するまでの所要時間

営業所についてからの混雑状況

（待ち時間）・待ち人数）

その他

N= 129
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④送迎バスに乗車してから営業所に到着するまで 

 

 

 

⑤送迎バスに乗車してから営業所に到着するまでの不満の理由 

 

  

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

不便・不満

があった, 
18%

特に不便・不

満はなかっ

た, 82%

N= 340

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 16%

特に不便・不

満はなかっ

た, 84%

N= 62

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 5%

特に不便・不

満はなかっ

た, 95%

N= 59

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 34%

特に不便・不

満はなかっ

た, 66%

N= 91

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

5%

13%

1%

2%

0% 5% 10% 15%

営業所まで遠く到着までに時間

がかかった

営業所まで渋滞しており到着まで

に時間がかかった

送迎バスの車内が狭く窮屈だっ

た

その他

N= 340

6%

3%

5%

3%

0% 5% 10% 15%

営業所まで遠く到着までに時間が

かかった

営業所まで渋滞しており到着まで

に時間がかかった

送迎バスの車内が狭く窮屈だった

その他

N= 62

3%

0%

0%

2%

0% 5% 10% 15%

営業所まで遠く到着までに時間が

かかった

営業所まで渋滞しており到着まで

に時間がかかった

送迎バスの車内が狭く窮屈だった

その他

N= 59

24%

11%

8%

8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

営業所まで遠く到着までに時間

がかかった

営業所まで渋滞しており到着まで

に時間がかかった

送迎バスの車内が狭く窮屈だっ

た

その他

N= 91
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⑥営業所到着からレンタカーを借りるまで 

 

 

 

⑦営業所到着からレンタカーを借りるまでの不満の理由 

 

  

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

不便・不満が

あった, 27%

特に不便・不

満はなかっ

た, 73%

N= 342

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 16%

特に不便・不

満はなかった, 
84%

N= 61

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 17%

特に不便・不

満はなかった, 
83% N= 60

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

不便・不満が

あった, 34%
特に不便・不

満はなかっ

た, 66%

N= 90

不便・不満があった

特に不便・不満はな

かった

実 証 前 実 証 後

国

内

海

外

国

内

海

外

13%

11%

10%

5%

0% 5% 10% 15% 20%

待ち時間が長かった

待ち時間がどのくらいか分からず

不安だった

営業所内が混雑していた

その他

N= 342

7%

2%

8%

8%

0% 5% 10% 15% 20%

待ち時間が長かった

待ち時間がどのくらいか分からず

不安だった

営業所内が混雑していた

その他

N= 61

12%

3%

5%

3%

0% 5% 10% 15% 20%

待ち時間が長かった

待ち時間がどのくらいか分からず

不安だった

営業所内が混雑していた

その他

N= 60

・実証前のピーク時の「長かった」を選択した
利用者の待ち時間の平均は23.3分、

・選択しなかった利用者の平均は13.5分
・全体平均は15.0分

・実証後の「長かった」を選択した利用者の待ち時間の平
均は14分、

・選択しなかった利用者の平均は13.7分
・全体平均は14.9分 ※3月調査は含まない

14%

20%

11%

6%

0% 5% 10% 15% 20%

待ち時間が長かった

待ち時間がどのくらいか分からず

不安だった

営業所内が混雑していた

その他

N= 90
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３ .２ .２ 民間事業者による主体的な運用方策の検討 

前述の効果検証（国内外レンタカー利用者へのアンケート調査結果等）より、本実証

内容を実施することで、那覇空港におけるレンタカー送迎車までの案内のわかりやすさ

が向上し、満足度が向上する等の効果がみられ、関係者からの声でも改善効果が発現し

ていることが確認された。 

以下では、実証期間中における実証内容の改善（フェンスサインへの安全ガードの設

置、横断歩道脇脇サインの滞留防止のための簡略化等）と、事業終了後における民間事

業者による本実証にて設置した案内・サイン等の主体的な運用方策の検討と関係者との

協議結果を記載した。 

 

（１）実証期間中の改善について 

本事業にて実施した「空港レンタカー送迎バスのりば案内サイン等の改善」は、第２

回関係者協議会の協議結果より、実証期間を当初の【令和元年 9 月 13 日（金）～11

月 17 日（日）】から延長し、事業期間終了の令和 3 年 3 月 31 日（火）まで経過を確

認した。また、実証期間中に指摘のあった下記等の項目については、適宜改善を行った。 

①各社フェンスサインのコーナーへの安全ガードの設置 

②横断歩道脇の誘導サインの滞留防止のための簡略化（下記） 

③ベンチ、サイン等の位置の微修正 

 

◆改善例：横断歩道脇サイン（空港ビル側の表示）については、滞留防止のため簡易な

表示に変更する等適宜対応を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①横断歩道脇サイン（修正前） ②横断歩道脇サイン（修正後） 
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（２）本実証終了後の案内・サイン等の運用について 

本実証終了後の案内・サイン等の運用については、関係者との協議の結果、レンタカ

ー協会が責任をもって管理を行い、大阪航空局那覇空港事務所、那覇空港ビルディング

は施設管理者として協力することで、本実証で設置した案内・サイン等を継続実施する

ことが確認された。 
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４．将来需要の予測及びシミュレーション 
４.１ 那覇空港におけるレンタカー利用者の将来需要の予測 

本資料では、令和２年３月の那覇空港第二滑走路供用開始後における、レンタカー利

用者数および、那覇空港のレンタカー送迎車乗り場（以下、中ノ島）におけるピーク時

の利用状況についての将来予測を行った。 

 

（１）供用開始前（令和元年度）のレンタカー利用者について 

令和元年度のレンタカー利用者について、沖縄県発表の今年度の観光入込客数の目標

値や、これまでのレンタカー利用率を参考に算出する。 

 

①令和元年度の沖縄県への観光入込客数の県目標値は、1,015 万人であり、うち、沖

縄本島の空路客の観光入込客数は、753 万人。 

②令和元年度の県全体の空路客数の目標値は、国内客が 695 万人、海外客が 167 万

人。 

③平成 30 年度のレンタカー利用率は、国内客が 60.5%、海外客が 55.0% 

 

※以下に上記の数値をまとめた。なお、本島の海路客は本計算では除外する。 

 

【現状の参考値について】 

項目 数値 出所 

沖縄県への観光入込客数（令和元年度予測値） 1,015 万人 沖縄県「平成 31 年度 沖縄県観光推進ロードマップ」 

沖縄本島への空路客数（令和元年度） 753 万人 沖縄県「平成 31 年度 沖縄県観光推進ロードマップ」 

沖縄県への国内空路客数（令和元年度） 695 万人 沖縄県「平成 31 年度 沖縄県観光推進ロードマップ」 

沖縄県への海外空路客数（令和元年度） 167 万人 沖縄県「平成 31 年度 沖縄県観光推進ロードマップ」 

国内客レンタカー利用率（平成 30 年度） 60.5％ 沖縄県「平成 30 年度観光統計実態調査」 

外国人客レンタカー利用率（平成 30 年度） 55.0% 沖縄県「平成 30 年度外国人観光客実態調査」 
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今年度（令和元年度）のレンタカー利用率は国内外ともに昨年度（平成 30 年度）と

仮定し、レンタカー利用者数を以下の式のとおり算出する。 

なお、沖縄本島への国内空路客・海外空路客は、公開資料がないため、県全体の国内

客・海外客の割合より算出する。 

 

α：国内客レンタカー利用者（沖縄本島空路） 

753 万人×（695／（695＋167））×0.605＝約 367.3 万人 

 

β：海外客レンタカー利用者（沖縄本島空路） 

753 万人×（167／（695＋167））×0.550=約 80.2 万人 

 

以上より国内外の沖縄県のレンタカー利用者の合計は、α＋βより、約 447.5 万人。 
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（２）供用開始後（令和３年度）のレンタカー利用者について 

供用開始後のレンタカー利用者は、１）で算出した今年度のレンタカー利用者数に、

供用開始後の観光入込客数の目標値や発着回数の増加予測を参考に算出する。 

なお、供用開始後の沖縄観光におけるレンタカー利用率は、平成 30 年度と同様（国

内 60.5%、海外 55%）と仮定する。 

供用開始後の沖縄観光入込客数は、①令和３年度の沖縄県の目標値、②国土交通省発

表の供用開始後の最大発着可能数より算出する。 

 

①令和３年度の沖縄県の目標値を根拠として算出 

沖縄県が発表している令和３年の目標値「1,200 万人」のうち、沖縄県空路客の「国

内：794 万人」、「海外客：200 万人」から、基準年である令和元年から増加率は、国

内は約 1.14 倍、海外は約 1.20 倍 

以上の増加率を１）で算出した沖縄本島空路利用の国内レンタカー利用客数および海

外レンタカー利用客数に乗じ算出した結果、令和３年度の沖縄県全体のレンタカー利用

客は、約 515.0 万人 

 

【令和元年度から令和３年度の観光入込客数および国内外空路客数】 

項目 令和元年度 令和３年度 増加率 

沖縄県への観光入込客数 1,015 万人 1,200 万人 1.18 

沖縄県への国内空路客数 695 万人 794 万人 1.14 

沖縄県への海外空路客数 167 万人 200 万人 1.20 

 

 

②国土交通省発表の最大発着可能数を根拠として算出 

国土交通省大阪航空局が発表している供用開始後の最大発着回数の増加率である約

1.44 倍。 

※平成 29 年度実績 16 万 4 千回、供用開始後の発着回数予測値 24 万回より算出 

※②については、国内海外ともに同様の増加率と仮定 

 以上を元に計算した結果、約 644.4 万人 

 

 【発着回数について】 

項目 令和元年度 ※ 供用開始後 増加率 

発着回数 16.62 万回 24 万回 1.44 

※令和元年度は沖縄本島の空路客数の伸び率より 16.6 万回と試算 

 

以上より、供用開始後（令和３年度）のレンタカー利用者は、 

約 515.0 万人～約 644.4 万人 
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（３）那覇空港レンタカー送迎車乗り場（中ノ島）の推計について 

１）現状の中ノ島の各数値 

今年度実施した調査より、ピーク時の中ノ島における乗車人数等は以下のとおり。 

 

【ピーク時中ノ島の各数値の現状値】 

項目 数値 出所 

ピーク時中ノ島における乗車

人数/15 分 

500 人 沖縄総合事務局「那覇空港にレンタカー貸

渡満足向上のための実証調査」今年度 

ピーク時中ノ島における滞留

人数 

310 人 沖縄総合事務局「那覇空港にレンタカー貸

渡満足向上のための実証調査」今年度 

 

２）供用開始後の中ノ島の乗車人数・滞留人数について 

１）を参考に、供用開始後の中ノ島の乗車人数・滞留人数を検討する。 

なお、検討にあたって、以下、３点を前提とする。 

 

A：沖縄観光におけるレンタカー利用率は供用開始前後で同様と仮定 

  ⇒令和２年度のレンタカー利用率は、平成 30 年度の国内 60.5%、海外 55%と

同様 

 B：供用開始後の任意の日時の観光客の増加率は、年間比の沖縄観光入込客数の増加

率と同様と仮定 

  ⇒前年と比べて年間比 1.2 倍増加の場合、任意の日時（ピーク時含む）も 1.2 倍

の増加 

C：供用開始後も中ノ島の処理能力は向上しない（中ノ島の延伸や車両数は変わらな

い等）と仮定 

⇒ピーク時の中ノ島における乗車人数（15 分）は 500 人のまま 

 

上記 C より、供用開始前後で、処理能力は一定のため、供用開始後のピーク時中ノ島

における乗車人数（15 分）は、令和元年度調査時の数値と同じ 500 人。 

一方、ピーク時に中ノ島に訪れる人数は、令和元年度が 810 人（500+310）であ

り、県目標値、発着回数を元にした増加率を乗じると、それぞれ 932 人、1,166 人と

なる。 

したがって、滞留人数は、932 人、1,166 人より乗車人数（処理される人数）500

人を引いた 432 人、666 人となる。なお、滞留人数 500 人は中ノ島延伸前の数値と

同程度。 
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【供用開始後の各推計値】 

項 目 令和元年度 

供用開始後の推計値 

県目標値ベース 

 

発着回数ベース 

 

沖縄観光入込客数 1,015 万人 1,200 万人 ─ 

発着回数 16.62 万回 ─ 24 万回 

沖縄本島空路のレンタカー利用客 447.5 万人 515.0 万人 644.4 万人 

令和元年度からの沖縄本島空路の

レンタカー利用客の増加率 

1.00 倍 

（基準値） 

1.15 倍 

 

1.44 倍 

 

ピーク時中ノ島における乗車人数

/15 分 

500 人 500 人 500 人 

ピーク時中ノ島における滞留人数

/15 分 

310 人 432 人

（932-500） 

666 人

（1166-500） 

参考：ピーク時に中ノ島に訪れる

人数 

810 人 932 人 

（810×1.15） 

1,166 人 

（810×1.44） 
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４.２ 中央バスプールにレンタカー送迎車のりばを移転した場合の運用に係る

検討 

中央バスプールにレンタカー送迎車のりばを移転した場合の運用に係る検討を実施し

た。検討にあたっては、「①接車方法及び乗車情報」、「②車両の導線」、「③利用者の移動

環境」、「④利用者の待合環境」の視点から実施した。 

次頁以降に検討結果を掲載する。 
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４.３ 課題の抽出及び整理 

前述（4.2）した那覇空港接車帯（中ノ島）の「レンタカー送迎車のりば」の機能を

中央バスプールに移転した場合の運用に係る検討の結果として、「①接車・乗車方法」「②

車両の導線」「③利用者の移動環境」「④利用者の待合環境」の各観点における課題を抽

出・整理を下表の通り行った。なお、整理にあたっては、参考として、現状の中ノ島と

各項目を比較した。 

 

【中央バスプールにレンタカー送迎車のりばを移転した場合の運用に係る課題】 

 中ノ島の場合（現状） 中央バスプールに移転した場合 

①接車・ 

乗車方法 

・横づけで接車 17 台 ・縦づけで接車 13 台 

・車両の取り回しは容易 ・一部箇所で切り返しが必要となり、取り回

しが困難 

・利用者はすべて歩道より

乗車 

・モノレール側はすべて車道のため、待合ス

ペースの整備の必要あり 

・荷物の詰込も歩道より実

施 

・荷物の詰込は車道で行う場合があり、やや

危険 

②車両の

導線 

・接車帯延伸後は二重駐車、

渋滞は改善 

・バスプール出入口付近での渋滞が予想され

る 

・横づけのための接車にか

かる時間は 10 秒程度 

・一部にて切り返しが発生するため、接車ま

で 1-3 分程度かかる見込み 

・車道から混雑状況の確認

が可能 

・車道からの状況把握は困難。誘導員等の設

置が必要 

③利用者

の移動環

境 

・国内線 JAL・ANA 側と

もに徒歩 1 分程度 

・国内線 JAL・ANA 側ともに徒歩 2 分程度 

・車道の横断はいずれも 1

回のみ 

・車道の横断は 2、3 回 

・夏季ピーク期は中ノ島側

が混雑 

・駐車場脇の通路と 2 階連絡通路の下り合流

箇所が混雑の可能性 

④利用者

の待合環

境 

・利用者の待合スペース面

積 1049 ㎡ 

・利用者の待合スペース面積 430 ㎡ 

・滞留人数（現状）310 人 

県目標値達成を基に算出：432 人 

 発着回数基準を基に算出：666 人 

・滞留人数（想定） 428 人 

  県目標値達成を基に算出：549 人 

  発着回数基準を基に算出：784 人 

・密度 2.95 人/10 ㎡ ・密度 9.95 人/10 ㎡ 

 ※平成 28 年度（中ノ島）は 8.4 人/10 ㎡

であり、接車帯延伸前より過密 
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４.４ 観光客の周遊満足度向上に向けた課題抽出のためのアンケート調査 

国内外の来沖観光客に対し、周遊満足度向上に向けた課題抽出のためのアンケート調

査を実施した。実施概要を以下に示す。 

なお、海外客については、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、例年の調査手

法（那覇空港での調査）では、サンプル数の確保が困難だったため、沖縄在住の海外出

身の方についても調査対象とした。 

また、本調査の詳細な分析・実施報告については、別冊でとりまとめを行った。 

 

【観光客の周遊満足向上に向けた課題抽出のためのアンケート調査概要】 

調査目的 
◆国内外の来沖観光客を対象にアンケート調査を実施することで、周遊満

足度向上に向けた課題を抽出する 

調査対象 国内外の来沖観光客 

調査時期 3 月 20 日（金）～22 日（日）9:00～18:00 

調査場所 那覇港泊ふ頭離島旅客船舶待合所内 

調査方法 【国内客】【外国人客】 

回収結果 
【国内客】 118 通 

【外国人客】158 通 

調査項目 

（海外） 

[1]利用者属性 

[2]宿泊施設の環境について 

[3]交通サービスについて 

[4]観光地でのサービスについて 

[5]歴史的資源を活用した観光まちづくりについて 

[6]「道の駅」のサービスについて 

[7]その他自由意見  

 

■実施結果概要 

・海外客について、観光に係る各サービス（宿泊施設、交通サービス、観光地でのサ

ービス等）の評価を平均した割合をみると、「問題なく利用できた」の割合が 44%

と最も高かった。言語別にみても、概ね同様の傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各サービス（宿泊施設、交通サービス、観光地でのサービス）の評価を平均した割合】 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 無回答 Ａ＋Ｂ＋Ｃ Ｄ＋Ｅ 合計

問題なく
利用でき

た。

不満はあ
るが、利
用でき
た。

利用した
かった
が、利用
できな
かった。

利用する
必要がな
かった。

そのよう
なサービ
スを知ら
なかっ
た。

-
利用意向

あり
利用意向

なし
サンプル

数

英語 42.8% 5.4% 2.4% 27.3% 20.6% 1.5% 50.6% 48.0% 133
繁体字 49.9% 9.2% 7.2% 13.8% 18.4% 1.5% 66.3% 32.2% 27
合計 44.0% 6.0% 3.2% 25.0% 20.3% 1.5% 53.2% 45.3% 160

言語

回答
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５．関係者による協議会の設置・運営 
本事業においての協議・情報共有を行うための関係者（レンタカー事業者、施設管理

者、行政担当者）による協議会の設置・運営を行った。協議会の実施概要を以下に示す。 

 

【第１回 関係者協議会】 

開催日時 ・令和元年 8 月 9 日（金）16:30～18:00 

開催場所 ・大阪航空局那覇空港事務所 統合庁舎 １階会議室 

出席機関 

【行政等担当者】 

・沖縄総合事務局 運輸部 企画室 

・沖縄県 文化観光スポーツ部 観光振興課 

・一般財団法人 沖縄観光コンベンションビューロー 

【施設管理者】 

・大阪航空局那覇空港事務所 

・那覇空港ビルディング株式会社 施設課 

【レンタカー事業者】 

・一般社団法人 沖縄県レンタカー協会 

・株式会社トヨタレンタリース沖縄 

・ニッポンレンタカー琉球株式会社 

・オリックス自動車株式会社 

・株式会社ルフト・トラベルレンタカー 

・株式会社アイトップレンタカーりゅうきゅう 

・日産レンタリース琉球株式会社 

・スカイレンタリース株式会社 

・OTS レンタカー 沖縄ツーリスト株式会社 

議事次第 

１．開会挨拶 

２．事業概要 

３．実証内容案（レンタカー送迎バス乗り場案内サイン等の改善案） 

４．現状把握/効果検証調査の実施方針 

５．今後の予定 

６．その他 

会場の様子 
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【第２回 関係者協議会】 

開催日時 ・令和元年１１月１１日（月）16:00～18:00 

開催場所 ・沖縄総合事務局 ２階 共用会議室 DE 

出席機関 

【行政等担当者】 

・沖縄総合事務局 運輸部 企画室 

・沖縄県 文化観光スポーツ部 観光振興課 

※一般財団法人 沖縄観光コンベンションビューローは資料送付 

【施設管理者】 

・大阪航空局那覇空港事務所 

・那覇空港ビルディング株式会社 施設課 

【レンタカー事業者】 

・一般社団法人 沖縄県レンタカー協会 

・株式会社トヨタレンタリース沖縄 

・ニッポンレンタカー琉球株式会社 

・オリックス自動車株式会社 

・株式会社ルフト・トラベルレンタカー 

・株式会社アイトップレンタカーりゅうきゅう 

・日産レンタリース琉球株式会社 

・スカイレンタリース株式会社 

・OTS レンタカー 沖縄ツーリスト株式会社 

議事次第 

１．開会挨拶 

２．報告 

 １）実証結果（空港レンタカー送迎バスのりば案内サイン等の改善） 

 ２）効果検証アンケートの実施結果 

 ３）レンタカー送迎車乗り場（中ノ島）の滞留人数、貸渡しまでの 

所要時間、貸渡し満足度等の経年比較について 

３．議題 実証内容の継続について 

４．今後の予定 

５．その他 

会場の様子 
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【第３回 関係者協議会】 

開催日時 ・令和２年３月１３日（金）10:00～11:00 

開催場所 ・大阪航空局那覇空港事務所 統合庁舎 １階会議室 

出席機関 

 

【行政等担当者】 

・沖縄総合事務局 運輸部 企画室 

【施設管理者】 

・大阪航空局那覇空港事務所 

【レンタカー事業者】 

・一般社団法人 沖縄県レンタカー協会 

議事次第 

（資料内容） 

１．実証内容（空港レンタカー送迎バスのりば案内サイン等の改善） 

  の経過について 

２．中央バスプールにレンタカー送迎バスのりばを移転した場合の 

  運用に係る検討 

 

 

■第 3 回関係者協議会は、新型コロナウイルス感染拡大防止対応のため参加者の人数

を制限して実施。以下の関係者に対しては、資料送付とした。 

 

資料送付 

とした機関 

【行政担当者等】 

・沖縄県 文化観光スポーツ部 観光振興課 

・一般財団法人 沖縄観光コンベンションビューロー 

【施設管理者】 

・那覇空港ビルディング株式会社 施設課 
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６．まとめと今後の方向性 

６.１ 本業務の実施結果のまとめ 

 

①現状の調査・分析 

レンタカーの貸渡に関する問題点を洗い出すために、レンタカー貸渡の満足度を構成

する主要因であると想定された１）貸渡所要時間、２）環境について、調査及び分析を

行い、実証調査の実施に向けて有用な結果を得ることができた。 

また、ピーク期におけるカウント調査およびレンタカー利用者へのアンケート調査に

ついては、沖縄県が平成 28 年度、平成 29 年度において、同趣旨の調査を行っていた

ため、経年比較を実施した。その結果、平成 28 年度及び平成 29 年度と比較し、レン

タカー貸渡に関わる所要時間の減少や、レンタカーの貸渡に関わる満足度の向上等を確

認することができた。 

 

 

②実証調査（那覇空港におけるレンタカー送迎車までの案内の円滑化等実証）について 

現状の調査・分析結果を踏まえ改善方策の検討を行い、このうち早期実施が可能であ

り改善効果が見込まれる施策として、【那覇空港におけるレンタカー送迎車までの案内の

円滑化実証】を実施した。 

実証調査前後に実施した効果検証では、国内客の那覇空港到着からレンタカー送迎車

のりばまでの案内や誘導について、「分かりにくかった」「やや分かりにくかった」の合

計が 27%（実証前）から 12%（実証後）に減少し、一定の効果が確認された。（海外

客の上記項目は 15%（実証前）から 13%（実証後）に減少。） 

その他、空港で受付を行っている各レンタカー事業者から、レンタカー利用客からの

問い合わせが格段に減った等の実証調査の効果を示す声を頂いた。 

上記、効果検証の結果を受け、関係者との協議の結果、事業終了後の本実証で設置し

た案内・サイン等の運用については、レンタカー協会管理、大阪航空局那覇空港事務所、

那覇空港ビルディング協力のもと、継続実施することとなった。 

 

 

③将来需要の予測及びシミュレーション 

第２滑走路供用開始に伴う発着回数の増加等による観光客の増加見込みを勘案し、将

来の観光客の交通手段分担を仮定のもと、第２滑走路供用開始後のレンタカーの将来需

要予測とともに、中ノ島における滞留人数の予測を行った。 

その結果、第２滑走路供用開始後においては、観光客増加に伴い沖縄本島におけるレ

ンタカー利用者は現状の 447.5 万人から 515.0～644.4 万人に増加することが予測さ

れた。 

また、中ノ島における滞留人数についても、観光客及びレンタカー利用者の増加に伴

い増加することが予測され、中ノ島における処理能力を一定と仮定した場合、滞留人数
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は 432 人～666 人となり、中ノ島延伸前（平成 28 年 8 月）の滞留人数（469 人）

と同数値になることが確認された。 

また、上記検討と併せて、「レンタカー送迎車のりば」の機能を現状の中ノ島から、中

央バスプールに移転した場合の運用に係る検討を行った。上記の検討の結果、レンタカ

ー送迎車のりばの機能を、中ノ島から中央バスプールに移転した場合、接車台数の減少

（17 台⇒13 台）、バスプール出入口付近での渋滞の懸念、利用者の車道横断回数の増

加、待合スペースの減少とレンタカー送迎車を待つ人の密度の増加といった課題が確認

された。 

 

 

６.２ 今後の方向性 

本事業の実施結果を踏まえた今後の方向性について以下の通り整理した。 

 

①レンタカー貸渡の課題把握を目的とした継続的な調査の実施 

新型コロナウイルスの影響が収束し、那覇空港第２滑走路供用開始の効果が発現する

と、国内外観光客の従前以上の増加が想定される。そのため、レンタカー貸渡の課題に

ついて、適切に把握するためには、各主体の取組状況を踏まえつつ、レンタカー送迎車

のりばの混雑状況やレンタカーの貸渡にかかる所要時間、各種満足度等について、継続

的な調査を実施することが重要である。 

 

 

②「送迎車による移動」や「営業所での手続き」における改善方策の検討及び実施 

本業務における実証調査では、「空港到着から送迎車乗車まで」を対象とし各取組を実

施した。一方で、レンタカー貸渡に係る所要時間や満足度は、「送迎車による移動」や「営

業所での手続き」も影響していると想定される。 

これら「送迎車による移動」や「営業所での手続き」については、各レンタカー事業

者と連携し、改善方策について、検討していくことが重要である。 

 

 

③那覇空港及び周辺道路等の整備と連携した改善方策の検討及び実施 

「レンタカー送迎車のりば」機能を中央バスプールに移転した場合の運用に係る検討

では、接車台数や滞留人数等の観点から課題が確認された。 

一方、今後、那覇空港では、立体駐車場の整備、３階高架道路の延伸、1 階中ノ島等

における各のりば番号の整備等が予定されている。 

これら那覇空港及び周辺道路等の整備を踏まえつつ、効果的な改善方策実施のために

も、大阪航空局那覇空事務所や那覇空港ビルディング等と連携・協力していくことが重

要である。 

 

 


